
令 和 ６ 年 度 税 制 改 正 要 望 事 項 （ 新 設 ・ 拡 充 ・ 延 長 ） 

（ 警察庁長官官房教養厚生課 ） 

項 目 名 犯罪被害給付制度に係る税制上の所要の措置 

税 目 所得税、国税徴収法 

要

望

の

内

容 

 
犯罪被害給付制度の見直しを令和６年度中に行う場合においても、引き続

き、犯罪被害者等給付金について非課税措置及び差押禁止措置を講ずる。 
 
 
 
 
 
 

 

 平年度の減収見込額   －  百万円 

(制度自体の減収額) (  － 百万円) 

(改 正 増 減 収 額) (  － 百万円) 

新

設

・

拡

充

又

は

延

長

を

必

要

と

す

る

理

由 

⑴  政策目的 
犯罪被害者等給付金は、殺人、傷害等の故意の犯罪行為により重大な犯罪

被害（死亡、障害又は重傷病）を負い、他に何らの救済も受けることができ
ない犯罪被害者等に対して、犯罪被害者等が受けた精神的、経済的被害の軽
減を図るため、国が、社会の連帯共助の精神に基づき支給するものである。 

犯罪被害者等給付金については、犯罪被害者等の救済の実効性を確保する
ため、犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律
（昭和 55 年法律第 36 号）により、非課税措置及び差押禁止措置が講じられ
ているところである。 

 

⑵ 施策の必要性 

犯罪被害者等給付金については、犯罪被害者等の救済の実効性を確保する

ため、犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律

（昭和 55 年法律第 36 号）において、既に非課税措置及び差押禁止措置が講

じられているところ、現在、「犯罪被害者等施策の一層の推進について」

（令和５年６月６日犯罪被害者等施策推進会議決定）に基づき、有識者検討

会を開催して犯罪被害給付制度の抜本的強化に関する検討を行っている。当

該検討を踏まえた犯罪被害給付制度の見直しを令和６年度中に行う場合にお

いても、犯罪被害者等が受けた精神的・経済的被害の軽減を図るため、社会

の連帯共助の精神に基づき国が支給するものであるという犯罪被害者等給付

金の趣旨に何ら変更はないことから、これに対して課税等をして犯罪被害者

等の立ち直り効果が減殺されることのないよう、引き続き、犯罪被害者等給

付金について、非課税措置及び差押禁止措置が講じられることとする必要が

ある。 

 

 

 

 



今

回

の

要

望

（

租

税

特

別

措

置

）

に

関

連

す

る

事

項 

合 

理 

性 

政 策 体 系 

に お け る 

政策目的の

位 置 付 け 

令和５年度政策評価実施計画（国家公安委員会・警察庁） 

基本目標７ 犯罪被害者等の支援の充実 
  業績目標１ 犯罪被害者等に対する経済的支援・精神的支

援等総合的な支援の充実 
 

 

政 策 の 

達成目標 

 
犯罪被害者等は、犯罪による直接的な被害に加えて、経済的

損害、精神的苦痛等の様々な被害を被っており、多様な場面に
おいて支援を必要としていることから、犯罪被害者等に対する
経済的・精神的支援等の総合的な支援を充実させる。 
 

 

租税特別措

置の適用又

は延長期間 

 
 
－ 
 
 

 

同上の期間

中 の 達 成 

目 標 

 
 
－ 
 
 

政策目標の

達 成 状 況 

 
犯罪被害給付制度は、同制度が発足した昭和 56 年から令和５

年３月末までの間に 12,144 人の犯罪被害者について約 366 億
2900 万円を支給している。 
 

有 

効 

性 

要 望 の 

措 置 の 

適用見込み 

 
－ 
 

要望の措置

の効果見込

み(手段とし

ての有効性) 

 
犯罪被害者等給付金に非課税措置及び差押禁止措置が適用さ

れた場合、犯罪被害者等が受ける犯罪被害者等給付金は減額さ
れないことから、犯罪被害者等の精神的、経済的被害の軽減を
図る上で有効である。 
 

相 

当 

性 

当該要望項 

目以外の税

制上の措置 

 
地方税についても同様の要望を行っている。 

予算上の 

措置等の 

要求内容 

及び金額 

 
 
－ 
 
 

 

上記の予算 

上の措置等 

と要望項目

と の 関 係 

 
 
－ 
 
 

要望の措置 

の 妥 当 性 

 
犯罪被害者等給付金は、他に何らの救済を受けることができ

ない犯罪被害者等に対し、犯罪被害者等が受けた精神的、経済
的被害の軽減を図るため、国が社会連帯共助の精神に基づき支
給するものであり、これに対して課税等した場合には、制度の
趣旨に反し、犯罪被害者等の立ち直り効果が減殺されることな
どから、非課税措置及び差押禁止措置が不可欠である。 
 



こ
れ
ま
で
の
租
税
特
別
措
置
の
適
用
実
績
と
効
果
に
関
連
す
る
事
項 

租税特別 

措 置 の  

適用実績 

 
 
－ 
 
 

 

租特透明化

法に基づく

適 用 実 態 

調 査 結 果 

 
 
－ 
 

租税特別措

置の適用に

よ る 効 果 

(手段として 

の有効性) 

 
 
－ 
 
 

前回要望時 

の達成目標 

 
 
－ 
 
 

前回要望時 

からの達成

度及び目標

に達してい

ない場合の

理 由 

 
 
 
－ 
 
 
 
 

これまでの 

要 望 経 緯 

 
 犯罪被害者等給付金については、犯罪被害給付制度創設時
（昭和 56 年１月）から非課税措置及び差押禁止措置が講じられ
ている。 
 平成 30 年度税制改正要望において、犯罪被害者等給付金の支
給対象範囲の拡大、支給額の引上げ等がなされた後において
も、引き続き、非課税措置及び差押禁止措置を講ずるよう要望
し、実現。 
 

 


